様式９
長支第　　号
令和　年　　月　　日
介護サービス事業所　管理者　様

山形市長　佐藤　孝弘
（公印省略）

山形市自立支援型地域ケア会議（市主催）への
職員の参加及び事例説明について（依頼）

山形市の高齢者福祉行政に対しましては、平素から多大なるご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。

さて、高齢者の自立支援に資するケアマネジメントや地域課題の把握を行うとともに、介護給付費適正化の取り組みに資することにより、医療・介護・住まい・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの確立を目指すために、多職種協働の地域ケア会議を下記のとおり開催します。

つきましては、貴事業所に所属する職員の会議参加及び事例説明につきまして、ご配慮くださいますようお願い申し上げます。

記
１　参加依頼日時　　令和○○年○月○日（　）
①１４：００～１４：４５　②１５：００～１５：４５　　
２　場　　所　　　　　
３　参加をお願いする職員
　　　　（職種）○○　（氏名）○○

４　傍聴にあたって
事業所内の他の職員や、他事例の傍聴希望等がある場合は、参加者及び会場収容人
数の把握の都合上、事前に山形市公式ホームページまたは以下のQRコードもしくは
電話で事前申込みください。（事例提供者が他事例の傍聴を希望する場合を含む。）
※　事例対象者名は、別途担当地域包括支援センターよりお知らせいたします。

※　提出書類の各種様式は市公式HPでご確認ください。福祉用具貸与の事業所においては、各事業所で使用する福祉用具サービス計画書・福祉用具の概要がわかる資料（カタログ等）をご提出ください。お忙しいところ申し訳ありませんが、令和○年○月○日（○）まで、電子メールで長寿支援課へご提出願います。
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様式１０
　　（第　　　　　　号）
令和　年　　月　　日
介護サービス事業所　管理者　様

地域包括支援センター長名

山形市自立支援型地域ケア会議（〇〇地域包括支援センター主催）への
職員の参加及び事例説明について（依頼）

平素から当圏域の高齢者支援に関しまして多大なるご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。

さて、この度高齢者の自立支援に資するケアマネジメントや高齢者のＱＯＬ向上、ネットワークの構築等により、医療・介護・住まい・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの確立を目指し、多職種協働による自立支援型地域ケア会議を下記のとおり開催します。

つきましては、貴事業所に所属する職員の会議参加及び事例説明について、ご配慮くださいますようお願い申し上げます。

記

１　参加依頼日時　　　　　令和○○年○月○日（　）　
①１４：００～１４：４５　②１５：００～１５：４５　
２　場　　所　　　　　　

３　参加をお願いする職員
　　　　　　（職種）○○　（氏名）○○
※１　事例対象者氏名は、別途担当地域包括支援センターよりお知らせいたします。

※２　提出書類の各種様式は市公式HPでご確認ください。福祉用具貸与の事業所においては、各事業所で使用する福祉用具サービス計画書・福祉用具の概要がわかる資料（カタログ等）をご提出ください。お忙しいところ申し訳ありませんが、令和○年○月○日（○）まで電子メールで地域包括支援センターへご提出願います。





　
様式１１
―　事業者の皆様へのお願い　―
★事業者からサービス計画の説明は全事業者で約３分となっております。
　３事業者の参加であれば、１事業者の説明時間は約１分となりますのでご注意ください。
★初めに担当のケアマネジャーが本人の課題と支援計画について説明します。その後に個別支援計画書に基づいた計画と目標の説明を簡潔にお願いします。できるだけ客観的な視点でお話しください。ケアマネジャーと内容が重複するようであれば割愛していただいて構いません。
★発言内容
・サービス開始時期と利用頻度
・目標や課題、それに対するアプローチ内容
・支援による効果・経過
・今後の課題や方針
※運動機能加算・口腔機能加算についてもそれぞれまとめてください。

★説明内容の例
「令和○年○月より週○回当サービスを利用しています。
目標や課題に対し、アプローチを行っています。それにより効果・経過。
今後は今後の課題や方針
　＊事前に事業所内及び担当ケアマネジャーと話し合い、情報を整理して会議に臨んでください。
【参考例】通所事業所の場合　　＊３分想定のイメージです。
令和○○年▲月より、週2回当サービスを利用しています。
通所開始直後は通所時間内でも疲労の訴えあり、休養をおすすめしながら経過観察していましたが、徐々に体力向上してきました。施設内の移動は当初不安定さありＴ字杖歩行で見守り介助行っていましたが現在は自立されています。
現在は「外出や家事を少しずつできるようになりたい」という目標に対し、全身体力の向上と今後の継続維持のため、集団体操を家庭で行える運動として指導しています。覚えたところは自宅でも継続されているとお話しされていました。また散歩や買い物等の活動への参加をお勧めし、生活範囲の拡大を行えるよう反復練習行っています。屋外での歩行もゆっくりした歩行ではありますが疲労等の訴えも聞かれず、気分転換にもつながり、生活意欲の向上につながっているようです。
運動機能向上プログラムでは、長期目標に対し「基本動作の安定性の向上と全身体力をつける」ことを短期目標として、動作練習を中心とした訓練と筋力増強運動を開始しました。
開始当初は起立動作時の重心移動が不十分であり、また少数回で疲労の訴えが聞かれましたが、筋力・全身体力の向上に伴い安定して複数回行えるようになってきました。
今後は歩行動作・応用歩行動作、段差昇降の安定性の確保を目標に訓練行い、活動範囲の拡大を図ってまいります。
＜二次元コード＞





【提出書類の各種様式・傍聴申し込みはこちら】


� HYPERLINK "https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/kenkofukushi/kaigo/1006650/1005056.html" �https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/kenkofukushi/kaigo/1006650/1005056.html�








【担当】　長寿支援課　地域包括支援係　○○　　Tel：023-641-1212（内線564・565）


　E-mail：choju@city.yamagata-yamagata.lg.jp





＜二次元コード＞





【提出書類の各種様式・傍聴申し込みはこちら】


� HYPERLINK "https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/kenkofukushi/kaigo/1006650/1005056.html" �https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/kenkofukushi/kaigo/1006650/1005056.html�








【担当】


○○地域包括支援センター　


　Tel：　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：








